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足利学校の歴史が明らかになるのは、室町時代中期、関
東管領 上杉憲実が学校を再興してからです。足利学校は、
学徒三千といわれるほどに隆盛し、宣教師フランシスコ・ザ
ビエルにより「日本国中最も大にして、最も有名な坂東の
大学」と世界に紹介されました。

写真提供 : 一般社団法人 足利市観光協会

史跡足利学校（方丈と庭園）

史跡足利学校（学校門）
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関東信越税理士政治連盟は７月４日、パレス
ホテル大宮（さいたま市）において第58回定期
大会を開催した。代議員250人中、217人の出席
（内委任状出席93人）を得て、盛大に開催した。
冒頭、物故会員に対する黙とうを行い、続い
て大石敬副会長の開会のことば、小林俊一会長
のあいさつ、大山博之関東信越税理士会会長の
あいさつの後、議長に井部俊一顧問、副議長に
池淳一副会長が選出され、議事に入った。
大会に上程された議案はすべて原案のとおり
可決承認され、議事終了後、代議員代表者６人
から大会決議文の朗読が行われた。
続いて、東秀優日本税理士政治連盟会長、名
倉明彦東京税理士政治連盟会長、鈴木崇晴東京
地方税理士政治連盟会長、美保哲夫千葉県税理
士政治連盟会長から祝辞があった。
その後、矢倉克夫参議院議員（公明党・埼玉
県）から国政報告があり、秋山典久副会長の閉
会のことばをもって大会は終了した。

懇親会では、46人の国会議員（代理含む）か
らあいさつがあり、参加者との懇談が行われた。

関東信越税理士政治連盟

第58回　定期大会を開催
全議案を可決承認

定期大会 会場の様子

大山関東信越税理士会会長あいさつ

小林会長あいさつ
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大　会　決　議
一、われわれは、税理士制度の発展と、納税者のための真の代表を国会に送るため強力な運動を

展開する。
二、われわれは、納税者に信頼される税理士制度の確立を目指して強力な運動を展開する。
三、われわれは、公正な税制の確立及び税務行政改善のため強力な運動を展開する。
四、われわれは、税制改正に際し、中小企業者に過重な負担をもたらすことのないよう強力な運

動を展開する。
五、われわれは、規制改革の動向を注視し、税理士会への強制入会制と税理士業務の無償独占堅

持のため強力な運動を展開する。
六、われわれは、税理士の業務に重大な影響を及ぼす動向に対して強力な運動を展開する。

※第58回定期大会の議案書は、関税政ホームページ（http://www.kanzeisei.jp/）に全文掲載されています。

国政報告　矢倉克夫参議院議員 名倉東京税政連会長

鈴木東京地方税政連会長

東日税政会長

美保千葉県税政連会長 大石副会長　開会のことば

秋山副会長　閉会のことば 井部議長（左）、池副議長（右）
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昨年４月から２期目の会長を拝命しておりま
す、４回目の定期大会を迎えております小林で
ございます。皆様宜しくお願いいたします。
本日は、お忙しい中、日本税理士政治連盟東
会長、また、東日本ブロックからは東京税理士
政治連盟をはじめとする会長の皆様、大山関東
信越税理士会会長をはじめとする関連組織の長
の皆様、顧問、会計監事の皆様をお迎えして、
このように第58回定期大会が盛大に開催できま
すこと、厚く御礼申し上げます。
ここ大宮での開催は、令和元年以来５年ぶり
となります。東京で開催すると大変多くの国会
議員の皆様がご参加くださり懇親を深めること
ができますが、私ども関税政の拠点である、こ
こ大宮で開催できますことを大変喜ばしく感じ
ています。
この場をお借りして令和５年度の関税政会務
についてご報告させていただきます。私は、関
税政会務に当たり３つの重点項目を掲げて活動
して参りました。１つ目は税理士会との連携で
ございます。税理士会の定期総会、理事会、また、
毎月の新入会員の入会式等に出席させていただ
いております。入会式では、新入会員の皆様に
関税政の PRを直接させていただいているとこ
ろでございます。また、税理士会関連組織長で
の協議会を設けていただいておりまして、そこ
で各関連組織の現状、問題点を協議していると
ころでございます。２つ目は、財政の在り方等
現状の改善点でございます。昨年度は検討を重
ねた結果、各県税政連へ関税政から助成金を少
し交付しているところです。また、費用項目に
ついても検討を重ねてきているところです。３
つ目は、国会議員の皆さま方への陳情活動で
す。昨年は７月から８月にかけて早期陳情とい
うことで令和６年度税制改正要望を手交しての

地元での陳情活動をお願いしたところでござい
ます。また、10月24日には全国の一斉陳情とい
うことで議員会館において一斉に陳情を行って
きたところでございます。今年は昨年よりも早
く、５月末に陳情活動を開始しております。こ
の定期大会に先駆けて、本日午前中に後援会会
長連絡会議を開催させていただきました。令和
７年度の税制改正要望ができましたので、これ
を皆様方に説明をさせていただいて、７月８月
にかけて陳情活動をお願いしたところでござい
ます。
ところで、昨今「国会議員の政治資金規正法
違反」という報道がなされ、それを契機に同法
の改正もまとまったところでございます。我々
関税政といたしましては、我々の活動の原点に
帰って、税理士会の要望事項のために今後も活
動を続けていきたい、このように考えていると
ころでございます。また、メディア等では秋に
は衆議院解散、総選挙がある等報道されている
ところでございますが、関税政ではいつ選挙に
なっても対応できるよう準備を進めて参りたい
と思っております。皆様方にもご理解とご協力
を宜しくお願いしたいと考えております。
さて、今年度は、インボイス制度や定額減税
等我々を取り巻く環境が著しく早いスピードで
変化してきております。関税政の会務といたし
ましてもこのような環境変化にも対応できるよ
う組織の強化を図って執行部一丸となって進め
ていきたいと考えているところでございます。
結びに、本日の議案の慎重審議をお願いいた
しますとともに、皆様方の、ご健勝、ご多幸、
ご繁栄をご祈念申し上げまして、ごあいさつと
させていただきます。本日は宜しくお願いいた
します。

定期大会あいさつ
関東信越税理士政治連盟

　会長　小　林　俊　一
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本日は、関東信越税理士政治連盟の第58回定
期大会開催に心からお慶び申し上げます。また、
日ごろから日本税理士政治連盟の会務運営に対
し、格別のご高配を賜り深謝申し上げます。
７月に入り、北陸税理士会を表敬訪問いたし
ました。能登半島地震が本年元日に発生しまし
て、まだ被害の復旧がなっていません。金沢市
中心部から車でたった20分くらいのところでも
なかなか復旧が進まない状況で、ライフライン
がまだ完全な状態ではありません。心からお見
舞いを申し上げます。
平成28年４月14日、16日には熊本地震が発生

しました。今日無事におれますことを本当に神様
に感謝するほど、熊本にも大変大きな被害があ
りました。それから８年半経ち、熊本は今、非
常に活気づいております。TSMCの工場が建設
され、ややバブル状態になっております。一方
で人件費の高騰、人手不足、物価高騰、それに
加えて新型コロナ関連融資の返済が始まってお
り、中小企業にとっては厳しい状況となっていま
す。熊本県においては、中小企業の年末倒産が
増える可能性もあります。このような場面におい
ても政治力が重要になってまいります。
このような状況の中、税理士政治連盟は重要
な課題に対応していかなければなりません。こ
の場をお借りして、日税政の諸課題について現
状の一端をご報告させていただきます。
まずは、税制改正への対応について申し上げ
ます。令和６年度税制改正では、法人版事業承
継税制に係る特例承認計画の提出期限の延長、
賃上げ促進税制に関する繰越控除制度の創設な
ど、多くの要望が実現しました。また、「令和７
年度税制改正に関する要望」では、重要建議項

目が５つ挙がりました。この要望書は全国の単
位税理士会、県連、支部からの要望を日本税理
士会連合会で取りまとめ、できあがったものです。
ぜひとも国会議員の先生方に陳情していただけ
ればありがたいと思っております。
一昨年７月に行われた第26回参議院議員通常
選挙では、日税政推薦候補者73人中66人が当選
する90％を超える当選率となり、日頃の活動の
成果が出せたと分析しております。３年前の令
和３年10月の衆議院選挙でも当選率は90％を超
えており、国政選挙において良い結果が続いて
おりました。
しかし、昨年末からの政治資金を巡る問題は、
衆議院解散総選挙に突入する可能性があり、油
断はできません。来年夏に衆参ダブル選挙とな
る可能性もあります。国政選挙が行われることと
なった折は、ご協力宜しくお願い申し上げます。
今後、税政連の意義、役割がますます重要に
なる一方、税政連組織の強化、後援会活動の活
性化が喫緊の課題となっております。
税理士政治連盟の目的は、税理士会の要望実
現であり、税政連活動の成果はすべての税理士
会会員が等しく享受します。すべての税理士に
税政連の活動へご理解いただき、誇りと使命感
を持って活動に参加していただけるよう、日税
政は単位税政連の皆様と英知を結集して取り組
んでまいります。
今後も、会員の皆様には、税理士政治連盟の
活動に対して、より一層のご理解とご協力をお
願い申し上げますとともに、本日ご参会の皆様
のご健勝と貴連盟の益々のご発展を切にお祈り
いたしまして、お祝いの言葉に代えさせていた
だきます。

祝　　辞
日本税理士政治連盟

　会長　東　　秀　優
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　＜衆議院＞
　議員名	 選挙区	 　政　党
福島　伸享	 茨城１区	 無 所 属
梶山　弘志	 茨城４区	 自由民主党
浅野　　哲○	 茨城５区	 国民民主党
永岡　桂子	 茨城7区	 自由民主党
田所　嘉德○	 比例北関東	 自由民主党
簗　　和生	 栃木３区	 自由民主党
茂木　敏充	 栃木５区	 自由民主党
五十嵐　清	 比例北関東	 自由民主党
藤岡　隆雄○	 比例北関東	 立憲民主党
笹川　博義	 群馬３区	 自由民主党
尾身　朝子○	 比例北関東	 自由民主党
村井　英樹	 埼玉１区	 自由民主党
新藤　義孝	 埼玉２区	 自由民主党
黄川田仁志○	 埼玉３区	 自由民主党
穂坂　　泰○	 埼玉４区	 自由民主党
枝野　幸男○	 埼玉５区	 立憲民主党
大島　　敦	 埼玉６区	 立憲民主党
中野　英幸○	 埼玉７区	 自由民主党
柴山　昌彦○	 埼玉８区	 自由民主党
山口　　晋○	 埼玉10区	 自由民主党
森田　俊和○	 埼玉12区	 立憲民主党
土屋　品子	 埼玉13区	 自由民主党
田中　良生	 埼玉15区	 自由民主党
牧原　秀樹○	 比例北関東	 自由民主党
石井　啓一○	 比例北関東	 公 明 党
輿水　恵一	 比例北関東	 公 明 党
小宮山泰子○	 比例北関東	 立憲民主党
高橋　英明	 比例北関東	 日本維新の会
細田　健一○	 新潟２区	 自由民主党
梅谷　　守	 新潟６区	 立憲民主党
髙鳥　修一	 比例北陸信越	 自由民主党
鷲尾英一郎	 比例北陸信越	 自由民主党
井出　庸生	 長野３区	 自由民主党
宮下　一郎○	 長野５区	 自由民主党

　＜参議院＞　　
　議員名	 選挙区	 　政　党
堂込麻紀子	 茨城選挙区	 無 所 属
高橋　克法○	 栃木選挙区	 自由民主党
清水　真人	 群馬選挙区	 自由民主党
関口　昌一	 埼玉選挙区	 自由民主党
古川　俊治○	 埼玉選挙区	 自由民主党
西田　実仁○	 埼玉選挙区	 公 明 党
矢倉　克夫○	 埼玉選挙区	 公 明 党
上田　清司○	 埼玉選挙区	 無 所 属
熊谷　裕人○	 埼玉選挙区	 立憲民主党
高木　真理○	 埼玉選挙区	 立憲民主党
若松　謙維○	 比例代表	 公 明 党
片山さつき○	 比例代表	 自由民主党

○印は本人出席

＜関連団体・組織＞
日本税理士政治連盟� 会　長　東　　秀優
東京税理士政治連盟� 会　長　名倉　明彦
東京地方税理士政治連盟� 会　長　鈴木　崇晴
千葉県税理士政治連盟　� 会　長　美保　哲夫
北海道税理士政治連盟　� 会　長　名越　隆雄
東北税理士政治連盟� 幹事長　有坂　信彦
関東信越税理士会� 会　長　大山　博之
関東信越税理士国民健康保険組合
� 　副理事長　今井　亨次
関東信越税理士協同組合連合会
� 理事長　𠮷村　　寛

 ご 来 賓 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）
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 出席国会議員（すべての議員の方の写真は撮影できませんでした。お詫び申し上げます。）　　　
（敬称略・順不同）

石井啓一衆議院議員

山口晋衆議院議員高橋克法参議院議員

熊谷裕人参議院議員

若松謙維参議院議員

森田俊和衆議院議員

片山さつき参議院議員

小宮山泰子衆議院議員

浅野哲衆議院議員

田所嘉德衆議院議員

穂坂泰衆議院議員

牧原秀樹衆議院議員

矢倉克夫参議院議員

枝野幸男衆議院議員

古川俊治参議院議員

柴山昌彦衆議院議員

宮下一郎衆議院議員 高木真理参議院議員

中野英幸衆議院議員

上田清司参議院議員
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　懇 親 会 ス ナ ッ プ

浅野哲衆議院議員（左）

細田健一衆議院議員（左から２人目）尾身朝子衆議院議員（前列中央）

宮下一郎衆議院議員（中央）

田所嘉德衆議院議員（右から３人目）

藤岡隆雄衆議院議員（左）、高橋克法参議院議員（中央）

穂坂泰衆議院議員（中央）

熊谷裕人参議院議員（左）、枝野幸男衆議院議員（中央）、小宮山泰子衆議院議員（右）
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建議・要望建議・要望建議・要望
制改正に関する税

令和７年度

税理士法第1条（税理士の使命）
税理士は、税務に関する専門家として、独立した公正
な立場において、申告納税制度の理念にそつて、納税義
務者の信頼にこたえ、租税に関する法令に規定された
納税義務の適正な実現を図ることを使命とする。

税理士法第49条の11（建議等）
税理士会は、税務行政その他租税又は税
理士に関する制度について、権限のある官
公署に建議し、又はその諮問に答申するこ
とができる。

❶担税力に即した公平な税負担　　　❷中立的で簡素な税制　　　❸合理的な事務負担
❹時代の変化に適合する税制　　　　❺透明な税務行政

税制に対する
基本的な視点

❖特に強く主張したい５項目の「重要建議・要望項目」
❖中長期的な視点から検討した税目ごとの「今後の税制改正についての基本的な考え方」
❖全国15税理士会及び日税連の631項目の税制改正意見から39項目に集約した「建議・要望項目」

建議・要望の
構　　　  成

重要建議・要望項目

年末調整の実施時期及び所得税の確定申告期間を拡大すること（建議書２頁）

所　 得 　税

少子化対策について、税制面での検討を行うこと（建議書２頁）

所　 得 　税

消費税の軽減税率制度を廃止し単一税率制度に戻し、インボイス制度導入に伴う各種特例
措置について適用期限を延長すること（建議書４頁）

消　 費　 税

役員給与税制について見直しを行うとともに、中小企業者等の法人税率の特例の適用期限
について延長すること（建議書３頁）

中小法人税制

雑損控除の適用につき「特定非常災害により生じた損失」については、控除の順番を見直
すとともに、繰戻還付制度を創設すること（建議書４頁）

災害対応税制

www.nichizeiren.or.jp nichizeisei.jp
日税政 検索日税連 検索
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死亡の場合の準確定申告書の提出期限を、相続税の申告期限と同様とすること
                                                 　　　　　　　　　　　　　　（建議・要望項目８）

所　　得　　税
基礎的な人的控除のあり方を見直すとともに、その額を引き上げ、所得計算上
の控除を縮減すること　　　　　　  　　　　　　　　　（建議・要望項目３）

中小法人税制 賃上げ促進税制について更正の請求による適用を可能とし、控除限度額を拡充
すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建議・要望項目13）

消　　費　　税

法　　人　　税
少額減価償却資産等の取得価額基準を引き上げること　 （建議・要望項目16）

法人税・消費税の申告期限及び納期限を３月以内に改めること
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建議・要望項目18）

消費税の非課税取引の範囲を見直すこと　　　　　　　 （建議・要望項目20）

納税義務免除制度及び簡易課税制度について、基準期間制度を廃止し、当該課
税期間による判定とすること　　　　　　　　　　　　 （建議・要望項目21）

相続税・贈与税
法人版及び個人版事業承継税制の特例措置における役員就任及び事業従事要件
を緩和すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建議・要望項目29）

取引相場のない株式等の評価の適正化を図ること　　　 （建議・要望項目25）

地　　方　　税 償却資産に係る固定資産税制度について、制度のあり方を抜本的に見直すこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建議・要望項目30）

主な建議・要望項目

日本税理士会連合会の概要
　日本税理士会連合会は、税理士の使命及び職責にかんがみ、税理士の
義務の遵守及び税理士業務の改善進歩に資するため、税理士会及びそ
の会員に対する指導、連絡及び監督に関する事務を行い、並びに税理士
の登録に関する事務を行うことを目的として、税理士法で設立が義務付
けられている団体である。
日本税理士会連合会は、全国15の
税理士会で構成されている。税理士は
税理士会に所属することが法定されて
おり、会員数は、約80,000人である。

北海道税理士会

北陸税理士会

九州北部税理士会

沖縄税理士会

東北税理士会

関東信越税理士会

東京税理士会

千葉県税理士会

東京地方税理士会

東海税理士会

名古屋税理士会

近畿税理士会

中国税理士会

四国税理士会

南九州税理士会

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

©税理士会広報キャラクター
にちぜいくん

令和 6 年 9 月 20 日発行	 関　　　　税　　　　政	 第57号 （13）



茨城県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
　原　口　哲　也

１．第49回定期大会

若山実会長あいさつ

７月19日、水戸プラザホテル（水戸市）にお
いて ､茨城県税理士政治連盟第49回定期大会が
開催された。井上雅裕副幹事長の司会で始まり、
根本明人副会長の開会の言葉の後、若山実会長
からあいさつがあった。
議事は國井祐二会員が議長となり、原口哲也幹
事長と小田島秀二会計幹事が議案説明をし、第１
号議案から第５号議案すべて可決承認された。
議事終了後、小林俊一関税政会長、長沼早苗
茨城県連会長から祝辞をいただいた。国会議員
からの祝電披露の後、午後２時20分に坂入賢樹
副会長の閉会の言葉で終了した。
定期大会終了後の茨城県連・茨税協・茨税政
の三会共催の懇親会は、定期大会にご出席いた
だいた来賓の方々に加え、国会議員及び議員秘
書の方々を始め多数のご出席をいただき、盛大
に開催された。後援会を組織している国会議員
を含めて衆議院議員11人、参議院議員５人を招
待し、出席者は国会議員９人、秘書による代理
が６人の総数15人となった。また小林俊一関税
政会長が来賓として出席された。祝辞は、福島
伸享衆議院議員（無所属・茨城１区）、葉梨康

弘衆議院議員（自民党・茨城３区）、浅野哲衆
議院議員（国民民主党・茨城５区）、国光あや
の衆議院議員（自民党・茨城６区）、田所嘉德
衆議院議員（自民党・比例北関東）、石川昭政
衆議院議員（自民党・比例北関東）、上月良祐
参議院議員（自民党・茨城県）、小沼巧参議院
議員（立憲民主党・茨城県）、堂込麻紀子参議
院議員（無所属・茨城県）の９人からいただい
た。代理出席の秘書は壇上で簡単な自己紹介を
していただいた。来賓の方々と茨税政代議員と
の間で積極的な意見交換が行われ、親睦を深め
ることができた。

小林関税政会長

福島伸享衆議院議員

　

葉梨康弘衆議院議員

浅野哲衆議院議員

　

国光あやの衆議院議員
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田所嘉德衆議院議員

　

石川昭政衆議院議員

上月良祐参議院議員

　

小沼巧参議院議員

堂込麻紀子参議院議員

２．後援会活動
（1）「令和６年度要望のうち継続して陳情する
項目」と「令和７年度税制改正に関する要望」
について、各後援会の地元陳情が始まり、各
後援会ともに税制改正要望等の陳情活動を
行った。

額賀福志郎衆議院議員（無所属・茨城２区）秘書　右

葉梨康弘衆議院議員（自民党・茨城３区）左

梶山弘志衆議院議員（自民党・茨城４区）中央

国光あやの衆議院議員（自民党・茨城６区）右から２人目

永岡桂子衆議院議員（自民党・茨城７区）中央

田所嘉德衆議院議員（自民党・比例北関東）中央
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石川昭政衆議院議員（自民党・比例北関東）右

上月良祐参議院議員（自民党・茨城県）中央

（2）税理士による梶山弘志後援会
７月20日、若山実会長、金沢匡洋後援会会長以
下14人で常陸太田市商工会館（常陸太田市）に
おいて定期総会を行い、議員の国政報告を伺うと
ともに、税制改正要望等の陳情活動を行った。

梶山弘志後援会

（3）税理士による福島伸享後援会
８月７日、高橋法明後援会会長以下10人でホ
テル・ザ・ウエストヒルズ・水戸（水戸市）に
おいて定期総会を行い、議員の国政報告を伺っ
た。その後の懇親会は、非常に和やかな雰囲気
の中、福島伸享衆議院議員と盛んな意見交換を
行い有意義な時間となった。

福島伸享後援会

栃木県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
　小　口　秀　一

１．第53回定期大会について
栃税政は、７月16日、宇都宮東武ホテルグラ
ンデ（宇都宮市）において第53回定期大会を開
催した。本年も会場型の対面式で開催すること
ができ、50人の代議員と小林俊一関税政会長他
７人の来賓と会計監事を合わせ計60人が一堂に
会し昨年以上に盛会に開催することができた。
大会は、小暮好市副幹事長の司会により、板垣
弘一副会長の開会宣言に始まり、お亡くなりに
なった会員への黙とう、森島才子副幹事長によ
る小林俊一関税政会長をはじめとする来賓及び
会計監事の紹介があり、その後、星野昌弘栃税
政会長から大会開催にあたっての感謝と会員増
加及び後援会の新規設立を図っていきたい旨の
あいさつがあった。
続いて司会者から定足数の報告があり本大会
が有効に成立している旨が示され、議長の選任
を会場に諮り、古口雅英代議員（大田原支局）
が議長に選任された。議長は、議事録署名人に
髙橋孝之代議員（佐野支局）と大𣘺英夫代議員
（鹿沼支局）の２人を指名し議事に入った。
議案は、第１号議案から第７号議案まで全て
の議案が賛成多数で可決承認され議事は無事終
了した。 
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その後、承認された大会決議を大野健次副幹
事長が読み上げ決意を新たにした。
この後、来賓を代表して小林俊一関税政会長
から祝辞をいただいた。最後に澤田真由美副会
長の閉会宣言により閉会した。

星野会長あいさつ

古口議長

小林関税政会長の祝辞

定期大会の様子

２．陳情について
８月に入って地元議員に対する陳情を各議員
事務所にお邪魔して行った。本年は「令和７年
度税制改正に関する要望」が早めにできており
陳情を行いやすくなった。

高橋克法参議院議員（自民党・栃木県）左から3人目

藤岡隆雄衆議院議員（立憲民主党・比例北関東）右から2人目

福田昭夫衆議院議員（立憲民主党・栃木2区）中央

五十嵐清衆議院議員（自民党・比例北関東）中央
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群馬県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
小　野　朝　嗣

１．第53回定期大会
７月18日ホテルメトロポリタン高崎（高崎市）
において、来賓に富岡賢治高崎市長、岸生子関
税政幹事長、鴻田敦県連会長、酒井豊群税協理
事長、市花宏之国保組合県連理事長を迎え、第
53回定期大会を開催した。
田子一夫顧問、手島昇一相談役が議長に就任、
議事が進行され、上程した第１号議案から第６
号議案まで全ての議案が可決承認された。
その後、６人の支局長により大会決議が力強
く読み上げられた。
来賓の方々から祝辞を頂戴して定期大会を終
了した。

石原仁会長あいさつ

定期大会の様子

支局長による大会決議文の朗読

２．第53回定期大会懇親会
定期大会終了後、懇親会を開催した。尾身朝
子（自民党・比例北関東）・福重隆浩（公明党・
比例北関東）衆議院議員、清水真人参議院議員
（自民党・群馬県）や議員秘書の参加をいただき、
積極的な意見交換が行われ親睦を深めることが
できた。

尾身朝子衆議院議員　左から５人目

左から石原会長・福重隆浩衆議院議員・
岸関税政幹事長・鴻田群馬県連会長

清水真人参議院議員　右から２人目
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３．後援会活動
各後援会は、｢令和７年度税制改正に関する
要望 ｣で地元陳情を行った。
（1）井野としろう後援会、７月31日、PLUS ア
ンカー（桐生市）にて

井野俊郎衆議院議員（自民党・群馬２区）中央

（2）笹川博義後援会、８月８日、笹川博義太田
事務所（太田市）にて

笹川博義衆議院議員（自民党・群馬３区）中央

（3）清水真人後援会、８月９日、清水真人前橋
事務所（前橋市）にて

清水真人参議院議員（自民党・群馬県）中央

４．地元陳情活動
８月27日、中曽根康隆後援会事務所（前橋市）
において、中曽根康隆衆議院議員（自民党・群馬
１区）に石原会長、三輪筆頭副幹事長、荻野幹事
の３人で税制改正要望等の地元陳情を行った。

中曽根康隆衆議院議員（右）

埼玉県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
新　井　　　正

第61回（定期）大会開催
７月４日、パレスホテル大宮（さいたま市）
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において、埼玉県税理士政治連盟は、第61回（定
期）大会を開催した。
中村岳副幹事長の司会のもと、横田尚久副会
長から開会のあいさつがあり、議事の前に岸生
子会長から、「６月末には令和７年度税制改正
の要望書ができあがりました。本日定期大会を
開催した後は、後援会の皆さまを中心に国会議
員に対して地元陳情をお願いすることになりま
す。埼税政は厳しい財政状況が続いており、会
計監事の皆さまにもご心配をおかけしておりま
すが、税理士会ができない政治活動を行うのが
私たち政治連盟の役割です。税理士会の調査研
究部が作った建議をもとに、要望書ができ、陳
情をしております。そこをご理解の上、ご協力
いただければと思っております。最近は税理士
会埼玉県連から、政治連盟の活動や税制改正に
ついてお話しする機会をいただけるようになり
ました。支部の例会でも研修させていただいて
おります。今年度も活動を頑張ってまいります
ので皆さまのご協力をお願いいたします。」と、
あいさつがあった。
その後議長を選出し、第１号議案から第６号
議案まで慎重審議の結果、提出議案はすべて賛
成多数により可決承認された。
来賓から祝辞をいただき、祝電披露の後、新
井正幹事長のあいさつで閉会した。

会場の様子

岸会長あいさつ

千葉議長（左）、丸岡副議長（右）

採決の様子

横田副会長開会のあいさつ

新潟県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
田　中　　　操

１．第57回定期大会を開催

池淳一県税政会長あいさつ
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松田聡県連会長あいさつ

７月17日、ホテルニューオータニ長岡（長岡
市）において第57回定期大会を開催した。大会
はコロナウイルス流行以前の運営方法により本
格的に開催し、代議員83人のうち59人が当日出
席、19人は委任状により議決権を行使した。

古川和夫議長就任あいさつ

小林俊一関税政会長あいさつ

全員による大会決議文の唱和

議長に古川和夫顧問を選出し、第１号議案か
ら第７号議案までいずれも賛成多数で可決承認

された。なお、第４号議案においては規約の一部
改正が議決され組織の定義が一層明確となった。
続いて、宍戸由喜夫組織委員長にあわせて大
会決議文を出席者全員で力強く唱和した。

２．税理士会との共催による懇親会を開催
定期大会終了後には税理士会県連との共催に
より国会議員の皆様との懇親会を開催し、受付
順に国会議員の皆様からあいさつをいただき、
各支局のテーブルにて懇談した。

細田健一衆議院議員（自民党・新潟２区）

打越さく良参議院議員（立憲民主党・新潟県）

髙鳥修一衆議院議員（自民党・比例北陸信越）

米山隆一衆議院議員（立憲民主党・新潟５区）
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３．令和７年度税制改正要望等の地元陳情活動
について
陳情活動資料として「令和７年度税制改正に
関する要望」「令和７年度税制改正に関する建
議・要望リーフレット」「税制改正に関する要
望書及び概要の補足資料」が整い、各支局及び
後援会を窓口として７月26日から陳情活動を開
始した。13人の国会議員の皆様への陳情は、第
１回幹事会で決定した取り纏め責任者10人体制
で実施した。日程調整も難しいなか、８月30日
まで奮闘していただいた。

長野県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
堀　内　義　広

１．第49回定期大会を開催
７月22日、長野県税理士政治連盟の第49回定
期大会がホテルメトロポリタン長野（長野市）
において開催された。限られた時間の中で、百
瀬征男議長の名采配により全議案が予定時間内
で可決承認された。
当日は来賓として宮下一郎衆議院議員（自民
党・長野５区）、若林健太衆議院議員（自民党・
長野１区）をお迎えして、あいさつをいただいた。
宮下議員からは自由民主党の現状等をお話しい
ただき、若林議員からは今後の政策やご自身が
考える政治理念についてお話しいただいた。
同日に長野県支部連合会の定期総会も開催さ
れたため、懇親会は合同開催となった。懇親会
からお越しいただいた務台俊介衆議院議員（自
民党・比例北陸信越）、井出庸生衆議院議員（自
民党・長野３区）に、これからの政権与党とし
て自由民主党のあるべき姿等をお話ししていた
だいた。出席した会員は、務台、井出両議員と
積極的にコミュニケーションをとり活発な意見
交換を行った。

横沢正副会長開会のことば

　

成澤優一朗会長あいさつ

宮下一郎衆議院議員

　

若林健太衆議院議員

務台俊介衆議院議員

　

井出庸生衆議院議員

井出議員を囲んで

２．後援会活動について
８月６日に井出ようせい後援会の定期総会が
上田東急REI ホテル（上田市）にて開催された。
当日は成澤優一朗会長にもご列席いただき、
井出庸生衆議院議員から国政報告をいただい
た。国政報告では、政治資金の問題に触れ、自
由民主党の現状についての話があった。また、
ご自身が取り組まれている主な７つの活動につ
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いて、この度刷新された資料をご持参いただき
説明された。
懇親会では、成澤会長と地元の六川栄理子支
局長にあいさつをいただき、井出議員は後援会
員と活発な意見交換を行った。

井出ようせい後援会定期総会

３．地元陳情について
令和７年度の早期地元陳情が各後援会を通じ
て個々に開催された。
宮下一郎後援会・務台俊介後援会・若林健太
後援会には成澤会長が同席し、井出庸生後援会
には成澤会長と堀内幹事長が同席して、令和７
年度税制改正に関する建議・要望の補足の説明
を行った。
後藤茂之後援会は議員の都合がつかず、９月
２日に藤森秘書への陳情となった。

宮下一郎衆議院議員（中央）

務台俊介衆議院議員（中央）

若林健太衆議院議員（左から３人目）

井出庸生衆議院議員（右）

４．長野県税政連の活動【８月20日現在】
・７月４日   関東信越税理士政治連盟第58回定

期大会に出席
・７月22日　長野県税理士政治連盟第49回定期

大会を開催
・８月３日　宮下一郎後援会地元陳情に出席
・８月６日　井出庸生後援会地元陳情・定期総

会に出席
・８月17日　務台俊介後援会地元陳情に出席
・８月20日　若林健太後援会地元陳情に出席

関税政58回定期大会 宮下一郎衆議院議員、
矢倉克夫財務副大臣を囲んで

令和 6 年 9 月 20 日発行	 関　　　　税　　　　政	 第57号 （23）



（24） 第57号	 関　　　　税　　　　政	 令和 6 年 9 月 20 日発行



令和 6 年 9 月 20 日発行	 関　　　　税　　　　政	 第57号 （25）



（26） 第57号	 関　　　　税　　　　政	 令和 6 年 9 月 20 日発行



令和 6 年 9 月 20 日発行	 関　　　　税　　　　政	 第57号 （27）
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